The Zoological Society of Japan 


(昭和 12 年 7 月 23 日 受領 ) 

its 5 ee 
E GABARO O | 
Eine neue Escaryus Arten aus Korea => . . - 

(Four Figures) 2 
HUE X E PAK E I a B fe g 
Yosioki TAKAKUWA 
Zoologisches Institui, Tokyo Literatur und Wissenschaft Universität: > i 
Resume | 


Ich habe früher in der “Transactions of the Sapporo Natural History Society Vol. XIV, 
pt. 1, 1935” asiatische Esearyus Arten erwähnt und jetzt will ich hjer wieder eine neue 
Spezies beschreiben, die in nordlichem Korea gefunden worden ist. Diese Art ähnelt in 
der Gestalt des Labrums sehr E. sibirieus, aber ihre mit italie bezeichneten Formen sind 
hauptsächlich von der letzten zu unterscheiden. 


Escaryus koreanus n. sp. 


Körperlänge bis 60mm, Beinpaare 49, 51 oder 532, Kopischild Lg: Br=6: 5, Reitenrand 
bogenlörmig. Von oben gesehen ist am Kopf cine grosser Teil der Kicferfuss segment 
Pleuren und Telopodite sichtbar. 

Ungefeklerter Hinterelypeus getrennt. medial mit 1 Paar Borsten, gefelderter -Vordercelypeus 
mit einer unregelmässigen Querreihe von ctwa 15 Borsten, in den Eeken mit je ‘einer 
Gruppe von 2-5 und medial 2-3 Paar Borsten versehen. Kiejerfusstelopodit mit 
schwachem Innenhöcker am Präfemur, alle anderen Glieder ohne Zahnbildung, geschlossen 
erreichen sie fast den Stirnrand. Labrummitte seicht eingebuchtet; in der Mitte sind die 
Zähne gross und stumpf, seitlich sind sie lang. fransenartig un. an beiden Enden ist ein 
tannenzapfenartiges Ornament sichtbar. Zahnstück der Mandibel undeutlich in Blocks 
zerlüftet. -Telopode der 1. Mexille mit I Paar Aussentastern, Syncorit ohne, und die Aussen- 
schuiter und Lateralseite nur mit feinen und kurzen Spitsen versehen. 2. und 3. Telopoditglied 
der 2. Maxille sehr reichlich beborstet. ausserdem mit zahlreichen zerstreuten, sehr kleinen 
Spitzchen besetzt. Prätarsus krallenförmig und gekämmt. Tergit mit 2 seichten Längsfurchen 
Vordere Sternite breiter als lang, mittelere quadratisch, hintere Hi: ager als breit, uf 
Hinterrand medial kein Vorsprung. Alle Tergit und Sternite mit zerstreuten kurzen 
Borsten und sehr kleinen Spitzchen verschen. Endbeinsternit sehr lang, schmal, 2 mal so 
lang wie breit. fast rechteckig. Hüfte wenig beborstet, mit zahlreichen verschieden grossen 
Poren bedeckt, zwei von diesen Poren gross. Endbein ventral dieht pelzartig beborstet, 
Prätarsus krallenförmig, kleiner als die der übrigen Beine. Endbein des ¢ : nicht sehr verdickt, 
Terminalporen vorhanden. 

Fundort: Husenzan {Korea). 
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FRE Vol. IV, pt. 1, 1985 ROCHMEHREER 561 WEFT? 年 10 月 
E) e jatit Escaryus 同 の 種 を 揚げ を が, その 後 北 鮮 地 方 か ら 更 区 1 新種 を 得 た IC よ 
OTEriRTZ, 之 に よ つ て 我 園 ヒ 産 する 本 属 の 種 は 都合 5 種 を 敷 ふ る 事 に な つた の で , 
装 に 掲げ た 種 の 検索 表 区 改正 を 加 へ 次 に 掲げ る 。 


1」 & DREISCHENK RE BE HN een SIE TREE PLE SEE ESTER ESEL ORERE 2 
la 第 1 AARE LI BEE ET 2 (5 3m)--- nner ee 3 
2 EREEOMINIHOHKOMEINK een Escaryus latzeli SsEr. (ZHRUE) 
2 ERSKOMIEIFOHKDOJICH Lehren Escaryus jacois VERH. (HEERE) 
3」 EROII LEMATEN ERR E ん で み ゐ る (第 1 回 ーーーー ド ドド 4 
92 ERKKI KELRTEISEN CAA een E eher E ee ir erh 
4 第 1 小 許 に 2 FoF 372 IE RE BRENNT TTT Escaryus sibiricus Coor (HERE) 
4 第 1 小 吾 に は 只 1 on: ある (第 3 TE) eer 

ee ee ee ee テウ モ セン エス カリ ヂ ム スカ デ Escaryus koreanus n. Sp. (JLE) 
5 BUREE PD A EORR EAT EEE O, R ERCE LT ORRO E, 

綱目 の 部 分 が ある etre Escaryus retusidens att. (Przewisk) 
5 SH INSA L TREDIBRET Zee lei 6 
6 ZRELE ELT 2 MOWE OMB een nenn 7 
6。 和 額 殻 は 一 様 に 鋼 目 を な し , 上 麻 の 前 に 状 し て 無 綱目 の 部 分 が な い , 或 は 魔 大 力 の 小さ い 鏡 で は 無 綱目 

に 見 へ る 部 分 あれ ども , 他 の 綱目 の ある 部 分 と の 境界 が 明暗 で な い ee 8 
n 最終 歩 肢 の 爪 は 前 方 の 肢 の 爪 に 比 し 著しく 小さ く , Renee turrrrerreerereaerrenee 

RR GR EE ニホン エス カリ ヂ ム カ デ B. japcnicus att. (北海 道 ) 
T2 最終 歩 肢 の 爪 は 前 方 の 豚 の 爪 に 比 し 少し く 小 さく, Moen で FPP と PPP と サイ て で て アサ すす すす で すす で すす で と すす すす で すす です サヤ すす で 

RE EE ヤク モエ スカ リ ヂ ムカ デ E. yakumoensis Tararıwa (北海 道 ) 
8& ARORO > カラ フト エス カリ デム カ デ E. sachalinus TAEAkuwA( 北 海道 , 樺太 ) 
> 顎 肢 の 瓜 の 根 に 1 個 の 小 歯 が ある FFP すす すす で PF ~- ersresecoaecencreosececsesooseruresvessoossoooveree 

すす サド で キイ て すこ て マキ ジマ エス カリ デム カ デ E. makijimae TAKAKUWA (Emre) 


カラ アト エス カリ ムカ デ は , か まで は 内 北海 道 札幌 及び 北 欄 太 土 夏 か ら 得 ち れ 迷 も の で あ 
つた が , FTREFORKTIRT 穫 太 敷 香 町 幌内 川 の 左 肖 オタ ュ の 森 低 於 ける Tundra Ar 
に 多く を 探し 得 た の で . それ を 前者 と 比較 する と , 後者 克 於 て 最終 歩 肢 分 の 基 節 腺 孔 の 数 が 
一 般 生 多く, LEENH A b REVERED A, u 

新種 テウ セン エス カリ ヂ ム カ デ は , ELEBOBATF DRR ESREMDANSEIRE 7 
すこ と と で は E. sibiricus CIAT H2, 然し (1) E. sibiricus で は , EI AT Ev 2 Ho 
を 有する に に 反し, AHHETKRTZOHRIAIHOHEZEFL, 基 節 に は それ が な く , 只 そ の 
HERD, 細 微 の 失 毛 が 密生 し て な る に K に すぎ ぬこ と こと, (2) E. sibiricus の 最終 歩 肢 が 雄 於 
て 基 し く 大 きく な つて 居る が , 本 新種 で は そん な と と が な い , (3) E sibiricus EWIL Eik 
が 本 新種 で は それ が ある (第 4 圏 、 何 ほ 炊 区 本 新種 の 一 般 の 形態 を 逃 べ る 。 

Escaryus koreanus n. sp. テウ セン エス カリ デム カ デ BE) 

BE 60mm まで , PRAA 494—539, MMRR C LTH CH 6:5, 

十 側 は 外 方 に 弓 汰 を な し て 過 張 り , HOLHIIDARKORREH ZI LISHEKZ. irn 
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は 2 個 の 無 網目 の 後 額 
板 を 尾 別 し 得 ち られ, そ 
と 中 央 線 に 近く 1 圭 
の 刺 毛 が ある 。 BSR 
は 一 様 に 網 有 中 を 成 し , 

不 規 則 な 1 横 列 を な せ 
る 約 15 KORE, M 


朝鮮 か な ら 得 た エス カリ デュ ムカデ の 1 疾 種 


#10 上 唇 の 頑 年 (x50) 
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2A AKAD x 120) 


上 但 区 各 数 本 の 刺 毛 , MACKE 2—8 HOWNELHTZ. MIKOR 2 
i Acer, 上 辱 (第 1 園 ) は 浅い 超 入 なし, ZOoßıchT, er 
ROLL, 雨 側 の 方 は 細長 い 毛 を 列 し 夫 端 の 部 分 に は 松 菓 汰 の 模様 を 有 す 。 


mE 2 OR 3 つの 群 に 分 れ , Er 


$3 m oreh Noir Hl, E 


は それ が な く , TORA IRRE ea mn 第 2 小 


征 3 賠 第 1 及び 第 
2b AoE (x35) 
A. € Lha, B. 

・ 語 基 節 突起 , C. A 
B, D. ALAM. E 
第 22b, F. 語 
wie 


産地 : 北朝 鮮 赴 戦 山 。 


wa 器 の 後 端 (x40) 
A. REBI B. $t 
C. RESE, D. WIL 


MO 2 3 -Bj に は 
en 
小 失 毛 散 生 し , MERR 
ELET.. Birch 2 
細 溝 を 有 し , 前 方 胸板 は | 
横幅 の 方 が 廣 く , 中 央 胸 
板 は 正方 形 , 後方 胸板 は 
縦 竹 が 大 で ある 。 最 経 歩 
BEED GE 4 ED RAR 
が 横 径 区 比 し て 約 246D 
つて 早 長方形 を な し , 基 
節 に は 刺 毛 上 少く , 種々 の 
大 さ の 多く の 腺 孔 を 有 
L, その 内 =: 腺 孔 は 特選 
大 きい 。 最 終 歩 肢 は 雌 護 
ÄHCHELHL, 

爪 は 他 の 肢 の 爪 より も 少 
し く 小 さく , HORDE 
旗 基 し く 大 きく は な い 。 
端 孔 は ある 。 | 


- 備 考 1 本 動物 は 大 邸 府下 甲 鍼 氏 が 特に 予 の 筑 に 北 鮮 地 方 を 探 集 し て 肖 ら れ た 標本 の 中 に 見 出し た も 
OT, KICRRKHLHREFT, 
BE 2 我 昭 に 間 す る デュ ムカデ 和久 を と つて その 上 選 を 調べ , 和 之 が 前 男 の 如 く 一 片 と oTM, 基線 
ERHEIFELTAFDE REAL EIHLTERL, Zr Ron Er 

と を 列 し て 居り , WRBA Lr Zo DENE 有する こ こと を 知る な b, 


KA Escaryus BO bO LATEN 
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